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は じ め に

富 田林市 は、市域 の中心 を石川 が流れ 、緑 豊か な丘 陵 と美 しい田園風 景が調和 し

た 自然環境 に恵 まれ た まちです 。そ のなか で も、中央 部の石川 とそ の支 流 によって

形成 され た平野部 は、遺 跡 も多 く存在 す る ことか ら、古 くか ら人び との営みが行 わ

れて いた ことがわか って います。

しか し、この よ うな事実 の蓄積 は、多 くの開発 の中か ら生 まれて きた ものであ り、

発掘 調査 によ る新 たな発見 と引き換 え に、遺 跡 の破壊 がな されて きた ことを看過す

る ことはできませ ん。

本 書 は、平成25年 に実施 した緊急発掘調査 の成果 をま とめた ものです。 いずれ も

小規 模 な調 査で したが、遺跡 の内容 を知 る うえで重要 な成果 を得 る ことがで きま し

た。 これ らを次 の世代 に引き継 ぐた めに、発掘調査 で得 られた見地 を有効 に活用 さ

れる ことを、望 んでやみ ません。

最後 にな りま したが、調査お よび本書 の刊行 に ご協力 いただ きま した地元住 民の

みな さまや関係 各位 に、厚 くお礼 を申 し上 げます。

平成26年3月

富田林市教育委員会

教育長 堂 山 博 也



例 目

1.本 書は、平成25年 度国庫補助事業 「市内遺跡緊急発掘調査事業」の報告書である。

2.本 事業は、富田林市教育委員会文化財課が、平成25年4月1日 から平成26年3月31日 にかけて

実施 した。現地調査および整理作業は、文化財課職員 中辻 亘、角南辰馬、同課非常勤職員

水久保祥子、粟田 薫が担当し、同課職員 山崎紳司、同課非常勤職員 桑本彰子が補佐 した。

3.本 書には、整理作業等の都合から、平成25年12月31日 までに現地調査が終了したものを掲載 し

た。また、前年度事業分のなかで、同様の理由から報告できなかったものについても、あわせて

掲載 した。

4.本 書の作成にあたっては、第3章 を水久保が執筆した。それ以外の執筆および編集は、角南が行

った。

5.平 成25年 の現地調査および整理作業には、以下の者の参加を得た。(敬 称略)

板坂信治、上田伸子、小島扶左子、土山賀代、前野美智子

6.本 書で使用する標高は、東京湾標準潮位(T.P.)で 表示している。また、現地調査における

土色の色調は、 『新版標準土色帖』(小 山正忠 ・竹原秀雄編)を 使用 した。
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第1章 平成25年 の調査状況

平成25年1月 か ら12月 において、文化財保護法第93条 ・第94条 に基づ く発掘届 ・発掘通知は、表

1の とお りであった。件数は前年度 に比べると、40件 増加 している。これは五軒家遺跡内における大

規模 な宅地造成が完了し、分譲住宅に伴 う発掘届が順 々に出されていることが大きく関係 している(す

べ て慎重工事で対応)。 開発工事に先立って実施 している発掘調査(本 調査を含む)や 、遺跡外 にお

ける試掘調査の件数については、前年 と大 きな変化はない(表2・3)。

しか しながら、1,000㎡ を超えるような大規模開発 は増加傾向にある。上半期 には前年に新規発見

となった宮町今池遺跡(番 号4)の 本調査があ り、下半期には畑ヶ田南遺跡(番 号12)と 錦織南遺跡

(番号14)の 本調査が重 なった。調査体制が十分でない本市において、このような突発的な大規模開

発への対応は極めて厳 しい状況にある。

さて、平成25年 に国庫補助事業 として実施 したのは、畑 ヶ田南遺跡で1件(番 号1)、 錦織南遺跡

で1件(番 号10)、 粟ヶ池遺跡で2件(番 号15、17)の 計4件 である。すべて開発工事に先立ち、埋蔵

文化財の取 り扱いを決定するために実施 した範囲確認調査である。粟ヶ池遺跡の1件 以外は本発掘調

査 を実施 してお り、確認調査時の所見 には修正が必要だが、記録 として敢 えてそのまま掲載 した。

表1発 掘届(通 知)受 理件数

発掘届出(93条) 発掘通知(94条)
合計

事前
亠

!△㌧iム耳 慎重 小計 事前
亠 ム」ム

万 慎重 小計

道 路 1 1 2 2

鉄 道

空 港

河 川

港 湾

ダ ム

学 校

宅 地 造 成 3 3 3

個 人 住 宅 1 29 32 62 62

分 譲 住 宅 1 23 24 24

共 同 住 宅 1 1 1

そ の 他 住 宅 1 1 1

工 場

店 舗 7 4 11 11

その他 建物 2 2 2 6 6

土地区画整理

公 園 造 成 1 1 1

ゴ ル フ 場

観 光 開 発
ガ ス 39 39 39

電 気 4 4 4

水 道 3 3 3

下 水 道 1 1 1

電 話 通 信 a 2 2

農 業 基 盤

農 業 関 係
土 砂 採 取

そ の 他 開発 1 1 2 1 3

小 計 15 35 105 155 2 2 4 4 163
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表2発 掘調査一覧

番号 調 査 日 所在地 遺跡名 調査原因
調査面積

(rri)
調査結果 担当者 調査記号

i

1月9日 ～

1月18日
若松 町一丁 旨 畑ケ田南遺跡 共同住宅(国庫) 鱗 ピ ッ ト等 を確認 角南 1-IDS2012-1

2 1月15日 若松町五丁目 中野遺跡 店舗 1.6 遺構 ・遺物 な し 中辻

3 1月21日 桜 井町一丁 目 桜井遺跡 共同住宅 2.9 遺構 ・遺物 なし 中辻

4
1月26日 ～

4月30日
宮町二丁 目 宮町今池遣跡 店舗 2,615 土坑 ・溝等 を確認 角南 MTI2013-1

5 1月29日 若松町西三丁目 中野遺跡 店舗 51 遺構 ・遺物 なし 中辻

6 3月12日 喜志町五丁目 喜志西遺跡 宅地造成 13 遺構 ・遺物 な し 中辻

7 3月22日 喜志町五丁目 喜志西遣跡 宅地造成 8.4 遺構 ・遺物 な し 中辻

8 5月9日 北大伴町三丁目 北大伴遺跏B地区) その他建物 9.1 遺構 ・遺物 な し 角南

9 5月16日 五軒家一丁 目 五軒家遺跡 分譲住宅 一
遺構 ・遺物 な し 角南 工事立会

10
7月8B～

7月 紛 黶

錦織 南一丁 冒、

三丁 目
錦織南遺跡 その他佳宅(国庫) 50 ぎ ット等 を確認

角南 ・

水久撮
NKS?A3=1

11 7月H日 旭 ヶ丘町 喜志西遺跡 店舗 1.4 遺構 ・遣物 な し 角南

12
7月18日 ～

12月14日
若松町一丁 目 畑 ヶ田南遺跡 共同住宅 1,358.8

ピット・溝等を確認

(1番の本調査)
角南 HDS2013-1

13 8月30日 中野町三丁 目 中野北遺跡 店舗 3 ピ ットを確認 角南

14
9月17日 ～

12月26日

錦織南一丁 目、

二丁 目
錦織南遺跡 その他住宅 1795

竪穴住居・ピット等を確認

(10番の本調査)
水久保 NKS2013-1

15 ⑳ 月 豆7遜 桜葬町二m 粟ケ池遺跡 公園造成(国庫) 7.5 落ち込みを確認 角南 AG2013-1

16 12月io日 喜志町四丁目 喜志遺跡 店舗 6.5 溝を確認 角南 KS2013-1

17
孅月17露 ～

蒙2月1唄
桜弁斑二丁齏 粟ケ池遺跡 個入住宅《国庫) 11 遺構なL 角南 AG2013='2

w

ユ8 12月24日 西板持町二丁目 西板持遺跡 店舗 2 遺構 ・遺物 な し 角南

19 12月25日 若松町西三丁目 中野遺跡 宅地造成 13.5 遺構 な し 角南

表3試 掘調査一覧

番号 調査 日 所在地 調査原因
調査面積

(m)
調査結果 担当者 備 考

1 2月22日 山中田町二丁 目 その他建物 3.75 遺構 ・遺物 なし 中辻

2 3月1日 喜志 新家一 丁 目 個人住宅 一
遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

3 3月14日 平 町一丁 目 分譲住宅 　 遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

4 4月11日 谷 川町一丁 目 共同住宅 37.5 遺構 ・遺物 なし 中辻

5 6月4日 大字彼方 個人住宅 a 遺構 ・遺物 なし 角南・水久保

6 6月14日 五軒 家一丁 目 共同住宅 3.5 遺構 ・遺物 なし 角南

7 6月21日 大字廿山 店舗 1.6 遺構 ・遺物 なし 角南・水久保

8 6月25日 若松町東三丁目 工場 6 遺構 ・遺物 なし 角南

9 7月12日 大字甘南備 土砂埋め立て 一
遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

10 9月is日 若松 町西一 丁 目 店舗 3.1 遺構 ・遺物 なし 角南

11 9月19日 常盤町 共同住宅 1.2 遺構 ・遺物 なし 水久保

12 9月27日 寿 町二丁 目 宅地造成 一 遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

13 10月4日 喜志町二丁目 分譲住宅 一 遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

14 10月4日 南大伴四丁目 共同住宅 一 遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

15 10月18日 若松町二丁目 共同住宅 z 遺構 ・遺物 なし 角南

16 10月18日 伏 山二丁 目 その他建物 一
遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

17 11月21日 常盤町 個人住宅 　 遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

is 12月2日 錦織北二丁目 個人住宅 4 遺構 ・遺物 なし 水久保

19 12月12日 甲田一丁 目 店舗 5 遺構 ・遺物 なし 角南

zo 12月17日 昭和 町二丁 目 集合住宅 一
遺構 ・遺物 なし 角南 工事立会

一2一
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図1市 内遺跡分布図



第2章 畑ヶ田南遺跡(HDS2012-1)の 調査

第1節 調 査 の 経 緯 と経 過

畑ヶ田南遺跡は、石川の左岸に形成 された中位段丘上に位置する。今回の調査地は、若松町一丁目

に位 置するみどり保育 園跡 地であり、市営 若松第3住 宅の建て替え用地としての計画があることから、

範囲確認調査 を行 うことにした。調査地全体の約半分にあたる東側は、畑 ヶ田南遺跡に含まれている

が、西半分は遺跡外 となっている。 しかし、近接する畑ヶ田遺跡の遺構分布状況 をみる限 りでは、畑

ヶ田遺跡 との問の遺跡空白地帯 にも、遺構が広がる蓋然性は高いと考えられた。

現地調査は2013年1月9日 から同月18日 まで実施 し、実働 日数は7日 である。

第2節 調 査 の 方 法 と 成 果

トレンチ は園庭部分 の2箇 所 に設定 した。東側 を1ト レンチ(長 さ約135m× 幅約1m)、 西側 を

2ト レンチ(東 西 方向に長 さ約20.5m× 幅約1.2mと 、南北 方向 に長 さ約11.5m× 幅約1.2mを 組み合

わせ たL字 形)と す る。2ト レンチ南 北方向の南側で は、機械掘 削 中に園庭以前 の建物基礎が現 れた

ため、一部調査 をす るこ とが で きなか った。 しか し、そ の攪乱 は遺構 面 には及 んでお らず、本調査 時

には撤 去 したうえで調査が可能である。

図2調 査位置(S=1/4,000)
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作業内容

9日(水)晴 れ1、2ト レンチ を設定。バ ックホウに よる機械掘削お よび人力掘削。

10日(木)く も り1、2ト レンチ で人力掘削、遺構 検 出。

11日(金)晴 れ2ト レンチ で人力掘削。

15日(火)く も り時々雨 遺構面排水後、2ト レンチで人力掘 削。

16日(水)晴 れ2ト レンチで人力掘削、遺構検 出。

17日(木)く もり1、2ト レンチ を精査 し、写真撮 影。終了後 、平面 ・断面実測。

18日(金)晴 れ時 々雪1、2ト レンチの平面 ・断面 実測。終 了後、バ ックホウで埋め戻 し。

1ト レンチ

基本層 序 は、盛土層(層 厚約90cm)、 旧耕作土層(約10cm)、 旧耕作土層(約15cm)、 旧床土層(約5cm)

であ り、現況面 よ り深 さ約1.2mで 地山面 となる。遺構検 出は地山面 で行い、落 ち込み2基 、 ピッ ト1

基 を確認 した。落 ち込み について は、 それぞ れ複数 の遺構 が重 なってい る可能性が あるが、遺構面 が

青灰色 に変色 してい るうえ、 トレンチ幅が狭 いため、詳 細 な検討 がで きなか った。

図3ト レンチ配置図(S=1/600)
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T

難覊

懸飜

原位置を
保つ土師器

⊥

翳

1ト レンチ

西側の落 ち込 み内 には、 トレンチ西壁 にかか るよ う

に して、原位置 を保つ土 師器 羽釜 が存在す る。羽釜 の

口縁部 は、直上 にある旧床土 を施 す際 に一部壊 され て

い るようだが、それ より下は完存 して いる もの と思 わ

れ る。遺構面か ら約10cm掘 り下 げたが、羽釜の据 え付

け痕 は明 瞭で な く、落 ち込み との切 り合 い関係 は現 段

階で は判 断で きなか った。 これ につい ては本発 掘調査

での課題 とし、土嚢 で養生 した うえで埋め戻 した。

2ト レンチ

基本層 序 は、盛 土層(層 厚90～80㎝)、 旧耕 作土 層

(約10㎝)、 旧床 土層(約3cm)、 旧耕作土層(8～2

cm)、 旧床 土層(約3cm)、 堆積層(15～8cm)、 地

山である。現況面 か ら地山面 までの深 さは、 トレンチ

東西方 向の東端 で約1.2m、 同西端 で約1.1m、 南北 方

向 の南端 で約lmと なってお り、地 山面の傾斜が うか

が える。 なお、現況 面 自体が南東方 向 に向か って下 降

してお り、実 際 にはここで示 した以 上 の高 低 差 があ る。

堆積層 につ いて は、 にぶ い黄褐色粘 質土 もし くは灰

黄褐色 粘質土 で構 成 され、 トレンチ東 西方 向に認 め ら

れ た。当初 はこの堆 積 層 の上 面で遺構 検 出を試 みたが 、

堆積 土の うち灰 黄褐色粘質土 が遺構埋 土 と極 めて類 似

してお り、判別 が困難で あったため、地 山面 まで掘 り

下 げざるを得 なか った。 その後 、 トレンチの壁面 にか

か った遺構 につい て観察 を行 ったが、堆積層 の上面 か

ら掘 り込 まれてい るこ とを確認 で きた ものは一部 に と

どま り、ほかは断面 で も判別が難 しい状 況であ った。

2ト レンチ O

I
m5

1

離靆

睡靄 遺構埋土

図4ト レンチ平面図(Sニ1/100)
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地山面で確認 した遺構はピッ トで、その数は20基 にも及ぶ。ほぼすべてが トレンチ壁面 にかかる状

態であるため、それぞれの規模 は不明であるが、平面形が隅丸方形を呈するものが多 くあ り、なかに

は一辺がlm近 くになる大 きなものも含まれている。

堆積層 を取 り除 く過程で、須恵器や土師器が出土 している。掘削時には堆積層が包含層であ り、遺

物 もその層からの出土 と考 えていた。しかし、地山面まで掘 り下げた後、 トレンチ壁面の断面を観察

した限 りでは、この堆積層 に遺物は認められなかった。 したがって、それらの遺物 については、堆積

層上面か ら掘 り込まれた各 ピッ トに属 していた蓋然性が高い。ちなみに、これと類似 した層 は、現在

のみどり保育園用地(旧 ・若松中央公園)で2011年 度 に実施 した畑ヶ田遺跡の調査(HD2011-1)

で も確認 している。集落が展 開される以前 に堆積 した層 と考えられ、今回の調査地内においても、堆

積層上面で遺構検出を行 うのが正 しいのであろう。 しか し、既に述べたとお り、調査の技術的な面で

困難を伴 うことか ら、本発掘調査では慎重 に遺構検出を行 う必要がある。

第3節 ま とめ

今回は幅1m程 度の トレンチ調査であったにもかかわらず、1ト レンチの検出面のほとんどは遺構

埋土で占め られ、2ト レンチでも多数のピットを確認で きた。これ らのことから、相当数にのぼる遺

構が計画地内に存在することは疑いない。

また、2ト レンチのほとんどは遺跡外 に位置 しており、遺跡範囲の拡大手続きが急務である。今回

の調査で出土 した遺物の時期は、畑 ヶ田遺跡の2011-1地 点と重なるものである。畑ヶ田遺跡 と

畑ヶ田南遺跡は、行 政区分上では別遺跡として扱われているものの、一体の遺跡になる蓋然性が高く、

その範囲も市営住宅が建っている一帯に広がっていると思われる。

なお、本発掘調査は2013年7月 から12月 にかけて実施 している。すでに現地説明会等で公表してい

るように、飛鳥時代のものとみられる陶硯がみつかるな ど、大 きな成果が得 られている。しかし、整

理作業はこれからであり、別の機会で報告を行うことにする。
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第3章 錦 織 南 遺 跡(NKS2013-1)の 調 査

第1節 調 査 の 経 緯 と 経 過

錦 織南遺跡 は石 川の左岸 、近鉄河内長野線滝谷不動駅 の南西 に広 がっている。縄文 時代 か ら中世 に

至 る複合 遺跡で、 その規模 は南北630m、 東 西740mに お よぶ。大阪府教育委員 会 と富 田林市教 育委

員会が実施 して きた過去の調査 では、旧国道170号 線の西側 か ら、奈 良時代 か ら中世 にかけての掘 立

柱建 物や井戸 な どの集落 に関連 す る遺構が検 出 されてい るの に対 し、東側 では河道 が検 出 されてい る

だけで明確 な遺構 は確認 されてお らず 、遺跡 の中心が西側 に展 開する ことが想定 されている。

調 査 地 は、遺 跡 の 中心 からやや南 側 にあたる旧170号 線 の西 側 に所在 している。当該 地 において、

老人 デイサ ービス ・サ ービス付高齢者住 宅の建設計 画が持 ち上が ったこ とか ら、範 囲確認調査 を実施

した。調査期 間は2013年7月8日 か ら同月10日 までの3日 間で、調査面積 は計50㎡ である。

第2節 調 査 の 方 法 と成 果

建物建 設予定地 に トレンチ を3箇 所設定 し、掘 削順 に西 か ら1ト レンチ(19m×1m)、2ト レン

チ(16rn×1m)、3ト レンチ(15m×1m)と 呼称 した。調査 は、 まずバ ックホ ウによって機械掘

削 を行 い、 その後、人力掘削 によって遺構 の検 出を行 った。

作 業内容

8日(月)晴 れ1ト レンチのバ ックホウによる機械掘削 、及 び人力掘削 。遺構 面精査 、写真 撮

影。遺構 掘削、断面写真撮影 。平面 図 ・土層柱状 図作成。バ ックホウによる埋 め戻 し。

9日(火)晴 れ 一2ト レンチのバ ックホ ウによる機械掘削、及 び人力掘削 。遺構 面精査 、写真 撮

影 。平面 図 ・土層柱状 図作成 。バ ックホウに よる埋め戻 し。

10日(水)晴 れ3ト レンチのバ ックホ ウによる機械掘 削、及び人力掘削 。遺構 面精査 、写真 撮

影 。平面 図 ・土層柱状 図作成。バ ックホウによる埋め戻 し。 レベル移動 。

1ト レンチ

基本層 序 は、① ・②盛 土(層 厚1.15～1.2m)、 ④ 旧耕作土(5～10cm)、 ⑤⑨層 と⑩層 のブロ ック

を含 む黄灰 色粘質土(25～30cm)、 ⑨ 黒褐色粘質土(15cm)、 ⑩ にぶい黄橙色粘質土(地 山)と なっ

ている。 遺構 は、⑩層 上面で検 出 した。 ピッ トを2基 確認 し、全 形 を検 出 した ピ ッ ト1の み半裁 して

断面観察 を行 った。 ピッ ト1の 平面形 は長径60cm、 短径 約40cmの 楕 円形 を呈 し、深 さは14～24cmで

ある。埋 土 は灰 黄褐色 粘質土で、土 師器片 と両黒 の黒色土 器の細 片が出土 してい る。 なお、 トレンチ

西端 にて 、⑩層 をさ らに掘 り下 げてい くと礫層 とな り、激 しい湧水が認 め られた。

2ト レンチ

基本層 序 は、① ・②盛 土(層 厚1.3～1,35m)、 ④ 旧耕作 土(5cm)、 ⑤⑨ 層 と⑩層 のブ ロックを含

む黄灰色 粘質土(30～35cm)、 ⑧ にぶい黄橙色粘質土(10cm)、 ⑨黒褐色粘 質土(20～30cm)、 ⑩

にぶい黄橙色粘 質土(地 山)と なってお り、⑧層 につ いては トレンチの東半 にのみ堆積 している。遺

構 は、⑩ 層 上面 で検 出 した。 トレ ンチ の中央 で幅約3～3.8mの 溝状 の、 さ らに そ こか ら北東へ 約
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図5調 査位置(S=15,000)

図6ト レンチ配置図(S=1/800)
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1ト レンチ

a

2ト レンチ一
溝状遺構

メ

圏 遺構埋土
3ト レンチ一 〆

1 lOm

図7ト レンチ平面図(S=1/150)

1ト レンチ

塾

堕

2ト レンチ西側

/¥0
4

① 盛土 ⑩

② 盛土

③ 盛土

④N4/灰 色粘質土(旧 耕作 土)

⑤2.5Y4/1黄 灰色粘 質土(⑨ ・⑩がブロック状 に混 じる)

⑥N5/灰 色粘性砂質土(旧 耕作土)

⑦5Y5/4オ リーブ色 粘質土(旧 床 土)

⑧10YR6/3に ぶい黄橙色粘質 土

⑨10YR3/2黒 褐色粘質土

⑩10YR6/4に ぶい黄橙 色粘質 土(マ ンガン粒含 む)(地 山)

⑪2.5GY5/1オ リーブ灰色粘性砂質土(地 山)

2ト レンチ東側

¥0
8

3ト レンチ

⑥

⑦

/
＼

02m一

図8土 層断面柱状図(Sニ1/40)
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1～1.4mの 地点 で トレンチの外へ継続す る溝状 の遺構か と思 われる地 山面 とは様相が異 なる部分 を確

認 した。 また、1ト レンチ と同様 に湧水 が認 め られた。

遺物 は、⑤層 か ら土師器、須 恵器、近世瓦、 陶磁器が 出土 してい る。⑧ ・⑨層 は調査 の進行上、分

けず に取 り上げ、今 回の調査 で最 も多 く遺物 を確認 した。縄 文土器、弥生土器、土師器、須恵器、瓦

器 、陶磁 器が出土 してお り、幅広 い時期 の遺物 を含 んでい る。土師器 には古墳時代 の高坏の脚部片 、

須恵器 には古墳時代後期の坏身片 があ る。

3ト レン チ

基 本 層 序 は、③ 盛 土(層 厚1.45m)、 ④ 旧耕 作 土(15cm)、 ⑥ 旧耕 作 土(5cm)、 ⑦ 旧床 土(5cm)、

⑪ オ リー ブ灰 色粘 性砂 質土(地 山)と なってお り、1・2ト レンチで堆積 してい た⑤層 と⑧ ・⑨層 は

認 め られ ない。3ト レンチ におい ては特 に湧水 が顕 著で、⑪層 を検 出す る とす ぐに面 を覆 うように浸

水 して しまったため、遺構確認 は不可 能であ った。 なお、地 山面 をさ らに掘削す る と礫層 となって い

る。

遺物 は、 旧耕作土 である④ ・⑥層 か ら、古墳 時代後期 の須恵器坏 身片、瓦器、近世瓦 な どが出土 し

てい る。

第3節 ま と め

今回の調査では、3ト レンチでは浸水 の影響で明確に確認 し得なかったものの、1・2ト レンチの

地山上面において遺構を確認 してお り、遺物については全ての トレンチで出土 した。特 に2ト レンチ

の⑧ ・⑨ 層で比較 的多く出土しており、周辺での遺構の存在 が想定される。前述 のとおり、本遺跡は、

旧170号 線を挟んで東側 に石川の旧河道、西側に奈良時代から中世の集落域が広がると想定 されてい

る。当該地は旧170号 線の西側にあた り、検出 した遺構や遺物 はそれら集落域につながる可能性があ

る。その一方で、当該地の北側で実施された調査(本 市1996年)で は西側 においても旧河道が検出さ

れてお り、当該地においても砂礫層が認められるなど、旧河道 につながる様相も見受けられる。

以上の成果から、本発掘調査が必要であると判断 し、2013年9月 から同年12月 にかけて集落域 と

河道域 との境界や旧地形の確認等を課題 として本発掘調査 を行 った。その調査成果については現在整

理中であり、別途報告するものとする。
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大阪府教育委員会1986「 第2章 錦織南遺跡の調査」『錦織遺跡発掘調査概要一富田林市錦織所在一』

錦織南遺跡調査会1993『錦織南遺跡』

錦織南遺跡調査会1994『錦織南遺跡∬』

富田林市教育委員会1996「H錦 織南遺跡」 『平成7年 度 富田林市内遺跡群発掘調査報告書』(富 田林埋蔵文化

財調査報告27)

富田林市教育委員会1998「II織 南遺跡」 『平成9年 度 富田林市内遺跡群発掘調査報告書』(富 田林埋蔵文化

財調査報告29)
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第4章 粟 ヶ池 遺 跡(AG2013-1、-2)の 調 査

第1節 調 査 の 経 緯 と 経 過

粟 ヶ池遺跡 は、石川 の西岸 に形成 された中位段丘上 に位置 し、南側 は粟 ヶ池 に接 してい る。須恵器

やサ ヌカ イ トの散布地 として知 られ、 これまで本格的 な調査 は行 われた ことがないが、2度 にわたっ

て実施 している小規模調査 の概 要 をまず紹介 してお きたい。

一 つ は
、2006年 度 に実 施 した保 育 園建 設 に先 立 つ事前 調 査(AG2006)で ある。 この調査 では、

現況面 か ら約1.5mま で掘 削 を行 ってい るが、砂 質土 を主体 とす る堆積 が続 くのみで、地 山は確 認で

きてい ない。遺構 、遺物 も認め られ ないため、調査担当者 は この堆積 を 「旧河道 の もの」 と判 断 して

い る。

もう一つ は、2010年 度 に実施 した集会所建設 に先立 つ事前調査(AG201m1)で 、浄化槽部

分 で調査 を行 った。床土 直下の極 めて浅い レベル にあ る地山面 におい て、多数 の ピッ トを確認 してい

る。 これ らの所属 時期 は明確 でないが、1基 の ピッ トか らは6世 紀後半の もの とみ られる須恵器坏蓋

が出土 してい る。

2013年 度 は、桜井町二丁 目に位 置する2地 点 におい て、児童遊園の新 設工事 と個 人住 宅の新築工事

が計 画 され た ことか ら、それぞれ範 囲確認調査 を行 った。前者(AG2013-1)は2013年10月17

日に、後者(AG2013-2)は2013年12月17日 、19日 に現地調査 を実施 した。

合

図9調 査位置(S=1/4,000)
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第2節 調 査 の 方 法 と 成 果

(1)AG2013-1

調査 地の現況 は畑であ り、東側 の境 界 には擁壁 が設置 されて

い る。 この擁壁 の南端 を起 点 とし、西へ4m、 北へ10rn進 んだ

地点か ら北 に向か って、長 さ約10m、 幅約0.5mの1ト レンチ

を設定 した。 さらに、1ト レンチの北 端か ら北 へ10m進 んだ

地点 か ら、長 さ約5m、 幅約0.5mの2ト レンチを設定 した。

1ト レンチ

現 況面 か ら深 さ約50cmま で掘削 を行 った。基本層 序 は地表

面か ら順 に、耕作土 ・床土層、1面 ない しは2面 の旧耕作土 ・

旧床 土 層 、灰 黄褐 色 砂礫 層(に ぶい黄褐 色 粘 質土 がまじる)、灰

黄褐色砂礫層 である。2層 に分層 した灰黄褐色砂礫層 は、 どち

らも遺物 を多量 に含 んでお り、須 恵器片、土師器片、サヌ カイ

ト片 、埴 輪 片 などがある。須 恵 器 は時 期 の分 か るものとしては、

6世 紀代 の もの と8世 紀後半の2時 期があ る。上層の灰 黄褐色

砂 礫層 の層厚 はおお むねIOcmで あ り、現 況面 か らそ こまでの

深 さは、 トレ・ンチ南端 で約25cm、 北端 で約40cmで あった。

2ト レンチ

1ト レンチの状況 をふまえ、現況面か ら深 さ約40cmま で掘

削 した。基本層序 は地表面から順に、耕作土 ・床土層、2面 の

旧耕作土 ・旧床土層であ り、掘削底でにぶい黄褐色粘質土 とな

る。しかし、にぶい黄褐色粘質土が認められたのは、 トレンチ

北端から南へ約1mの 範囲だけで、それより南側は灰黄褐色粘

図10ト レンチ配置図(S=1/400)

質土が広がっていた。そこで、 トレンチ南端をさらに約30cm掘 り下げて土層 を観察 したところ、灰黄

褐色粘質土層は層厚が約15cmで 、その下は灰黄褐色粘性砂質土が続いていることが分かった。旧床土

との境 目にあたる灰黄褐色粘質土層の上面 を中心 に、須恵器片、土師器片、サヌカイ ト片が出土 して

いる。

小結

先述 した2010年 度調査地(AG2010-1)で は、耕作土 ・床土直下で黄褐色粘質土の明瞭な地

山面を確認 しているが、両 トレンチではこれに相当する土層 は見当たらない。 しか し、周辺地形をみ

る限りでは、両調査区の問で地山面が急激に下降しているとは考 えにくく、にぶい黄褐色粘質土層 の

上面が遺構面 となるのであろう。この理解が正 しければ、灰黄褐色砂礫や同色粘質土 は単なる包含層

にはならず、落ち込みの埋土と考えざるを得ない。しかし、その幅は相 当に広いため、浅い谷地形や、

埴輪の存在を重視 して埋没古墳の周溝を候補 として挙げておきたい。
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N

1.耕 作 土2.床 土3.10YR5/3に ぶ い 黄褐 色粘 質 土 【旧耕 作 土 か 】

4.7.5YR6/8橙 色 粘 質 土(礫 を 多 く含 む)【 地 山】

O
I

1m
I

図11ト レンチ配置図(S=1/200)お よび断面図(Sニ1/40)

(2)AG2013-2

調査地 の現況 は畑 であ る。浄化槽 の予定箇所 に1ト レンチ(長 さ約4m、 幅約1.5m)、 建物 の予定

箇所 に2ト レンチ(長 さ約5m、 幅約lm)を 設定 した。

作業内容

17日(火)く も り 市街 区基準点lAO62か ら現場西側 のKBMま で レベ ル移動。1ト レンチ

の設定 、人力掘削。 トレンチ東壁 を実測 し、終了後人力埋 め戻 し(途 中で終 了)。2ト レンチの設定、

掘削 。平板 を用 いて両 トレンチ と周辺地形 を実測。

19日(木)雨2ト レンチ の人力掘削。 トレンチ東壁 の実測。終了後、1ト レンチの残 りと2

トレンチの人力埋 め戻 し。
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1ト レンチ

トレンチ南端では、耕作土の直下が地山となる。地山面までの深さは約20cmで ある。 トレンチ南端

から北へ約90㎝ で地山面は下降するが、再び水平に近い形 となる。この落ち込みを埋めるように、旧

耕作土 とみられるにぶい黄褐色粘質土が堆積 している。この層には、須恵器片、土師器片が少量含ま

れていた。地山面までの深さは、 トレンチ北端で約30cmで ある。地山面で精査 して遺構検出に努め

たが、遺構は認め られなかった。

2ト レンチ

耕作土の直下には、北側を除いて床土が残ってお り、その下には1ト レンチと同様 ににぶい黄褐色

粘質土が堆積 している。土師器片、須恵器片が含 まれていたが、1ト レンチに比べるとさらに少量で

ある。地山面は北へ緩やか に下降 してお り、地山面までの深 さは トレンチ南端で約35(皿、北端で約

50cmで ある。地山面で遺構検出に努めたが、遺構は認め られなかった。

第3節 ま とめ

これまで調査機会の少なかった粟 ヶ池遺跡であるが、偶然 にも時期的に近接 して2件 の開発計画が

持ち上が り、調査のメスが入った。その結果は対照的なもので、遺構の分布域を知るうえで も重要な

成果を得ることができた。

AG2013-1地 点 については、遺構の性格は不明であるが、工事 に先立って本発掘調査が必要

と判断 した。本発掘調査は、擁壁が設置 される調査地外周と、 ドレ・一ン設置部分が対象 となり、2014

年1月 から2月 にかけて実施 している。その成果は現在整理中であ り、別の機会で報告 を行 う。

一方 のAG2013-2地 点 については、遺構を確 認できず、本発掘 調査の必要 はなしと判 断した。

トレンチを入れた箇所が、遺構の空白地帯であった可能性 もあ り、今回の結果をもって遺構の広が り

を結論付 けるのは危険である。しか し、仮にこの地点周辺に遺構が存在するとしても、北東の調査地

一帯(AG2010-1 、2013-1)と は遺構密度 にかなりの差があることになる。遺物の出土

量の差 もそれを物語っているといえよう。

これまで良好 に保存 されてきた粟ヶ池遺跡であるが、今回を機に周辺で開発が増加する可能性があ

る。遺構 は現況面から極めて浅いところにあり、今後注意が必要である。
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11
範囲確認

調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

畑ヶ田南遺跡 集 落 跡 弥生～中世 ピッ ト、落 ち込み 須恵器、土師器

錦織南遺跡 集 落 跡 縄文～中世 ピ ッ ト、 溝
須恵器、土師器、

黒色土器

粟 ヶ池遺跡 集 落 跡 弥生～近世 落ち込み
須恵器、土師器、

埴 輪

粟 ヶ池遺跡 集 落 跡 弥生～近世 な し 須恵器、土師器
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(上)1ト レンチ近景

(北東か ら)

(下)1ト レンチ土層断面

(東から)
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1ト レンチ土師器出土状況(北 東から)

2ト レンチ近景(北 西から)



(上)2ト レンチ
東西方向近景

(西から)

(下)2ト レンチ
北壁土層断面

(南西から)
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(上)2ト レンチ

北壁土層断面

(南東から)

(下)2ト レンチ

南北方向近景

(北から)
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1ト レンチ近景(西 から)

1ト レンチ北壁土層断面(南 東から)



図
版
6

錦

織

南

遺

跡

(
N

K

S

2

0

1

3
1
1

)

2ト レンチ近景(南 西から)

2ト レンチ北西壁土層断面(南 から)
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3ト レンチ近景(北 東から)

3ト レンチ南東壁土層断面(西 から)
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(上)1ト レンチ近景

(南から)

(下)1ト レンチ

西壁土層断面

(南東から)
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2ト レンチ近景(北 東か ら)

2ト レンチ西壁土層断面(南 東から)
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